
逗
子
市
総
合
防
災
訓
練 

平
成
二
十
九
年
九
月
三
十
日
（
土
）
、

晴
天
の
下
、
平
井
竜
一
逗
子
市
長
が
主
催

す
る
総
合
防
災
訓
練
が
逗
子
市
第
一
運

動
公
園
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
防
災

訓
練
へ
の
関
心
も
非
常
に
高
い
中
、
米
海

軍
日
本
管
区
司
令
部
消
防
隊
を
は
じ
め

二
十
三
機
関
・
団
体
、
及
び
多
く
の
市
民

の
皆
様
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

訓
練
は
約
二
時
間
三
十
分
に
わ
た
り
、

次
の
よ
う
な
項
目
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

一 

非
常
通
信
訓
練 

二 

初
期
消
火
訓
練
【
写
真
参
照
】 

三 

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
誘
導
訓
練 

四 

救
出
救
護
訓
練
（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
） 

五 

水
防
訓
練
（
土
の
う
作
製
等
） 

六 

給
水
訓
練 

七 

道
路
啓
開
訓
練
【
写
真
参
照
】 

八 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
訓
練
（
通
信
施

設
確
保
等
） 

災
害
発
生
に
取
り
組
む
逗
子
市
の
姿

勢
を
強
く
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
訓

練
で
し
た
。 

  

な
お
、
本
訓
練
に
は
横
須
賀
支
部
長
と
防

災
安
全
委
員
会
の
在
原
政
雄
副
支
部
長

が
参
列
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、

支
部
特
別
会
員
の
「
田
幡
智
子
逗
子
市
議

会
議
員
」
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

因
み
に
、
横
須
賀
支
部
と
逗
子
市
は
平

成
二
十
八
年
二
月
十
六
日
に
「
大
規
模
災

害
時
に
お
け
る
隊
友
会
の
支
援
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
お
り
ま
す
。 

 

現
在
、
逗
子
倉
地
区
で
は
災
害
発
生
時

に
被
害
情
報
等
を
逗
子
市
へ
報
告
す
る

任
務
を
担
う
情
報
協
力
員
と
し
て
九
名

（
上
田
裕
司
氏
、
坂
井
哲
男
氏
、
佐
藤
明

彦
氏
、
西
岡
淳
一
氏
、
入
江
初
生
氏
、
宮

澤
恒
保
氏
、
平
戸
哲
郎
氏
、
瀬
戸
博
道
氏
、

皆
川
隆
介
氏
）
を
指
定
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。 

 

情
報
協
力
員
と
し
て
新
た
に
活
動
し

て
頂
け
る
方
は
、
横
須
賀
支
部
ま
で
ご
一

報
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

横
須
賀
支
部
長 

佐
々
木
俊
也 

山本防衛副大臣 

佐々木支部長 石原副支部長 


